
 

 

 

 
 

げんでん財団事業報告 

〔令和４年度報告〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふれあいと  ゆとりある  
地域づくりに貢献します  

 
 
 
 

令 和 ５ 年 ６ 月 

（公財）げんでん ふれあい茨城財団 

  



 

令和４年度 （公財）げんでんふれあい茨城財団事業報告 

【事業実施概要】 

当財団は、平成９年１２月に設立され、平成２４年１０月１日からは公益財団法人とし

て、その目的である県内における豊かな地域文化と科学技術の振興及び青少年の人材育

成並びに「ふれあい」及び「ゆとり」の創造への寄与に努め、令和４年１２月には２５周

年を迎えました。 

令和４年度は、これまで新型コロナウィルスの感染拡大で中止を余儀なくされた事業

についても感染防止対策に一定の留意をしつつ従来規模で開催することができました。 
また、各事業に込められた地域の皆さまの思いや期待に応えるべく対話を重視した関

係団体等との密接な連携を図るとともに、限られたリソースを有効に活用するための改

善にも努め、当財団の目的の達成に向けた効果的な事業運営を行ってまいりました。 

【会議等開催実績】 

（１）理事会 
    ・第３６回 [通常] 令和４年  ５月２３日（月） ：水戸京成ホテル 
   ・第３７回 [臨時] 令和４年  ６月 ６日（月） ：書面決議 
   ・第３８回 [臨時] 令和４年  ７月１３日（水） ：水戸京成ホテル 

   ・第３９回 [通常] 令和５年  ３月 ３日（金） ：水戸京成ホテル 

（２）評議員会 
  ・第２５回 [定時] 令和４年  ６月１６日（木） ：水戸京成ホテル 

    ・第２６回 [臨時] 令和４年  ７月２９日（金） ：書面決議 
    ・第２７回 [臨時] 令和５年  ３月２３日（木） ：水戸京成ホテル 

（３）監事監査（令和４年度事業報告・会計[決算書]） 
    ・令和５年 ４月２６日（水）  ：財団事務所 

 【事業実施状況】  

１．地域文化及び科学技術の振興、並びに青少年等の人材育成に関する事業 

（１）第２５回ヴォーカルアンサンブルフェスタいばらきの開催    実施 

（２）第２５回ソロコンテストいばらきの開催            実施 

（３）第２３回読書をすすめる県民の集いの開催           実施 

（４）茨城県芸術祭参加特別公演団体への支援                実施 

（５）ナイスハート美術展への支援                 実施 

（６）茨城県新人演奏会への支援                  実施 

（７）第２５回げんでん科学技術振興事業の実施           実施 

（８）理科実験実技研修会等への支援                             実施 

（９）児童思春期精神保健講座への支援                           実施 

（10）青少年健全育成茨城県推進大会への支援            実施 

 

１



 

２．「ふれあい」及び「ゆとり」の創造に関する事業 

（１）げんでんふれあい文化講演会の開催              実施     

（２）親と子のふれあい劇場の開催                 実施 

（３）茨城県民駅伝競走大会の開催の開催              実施 

 （４）げんでんサッカーフェスティバルの開催            実施 

（５）げんでんふれあいバスケットボール教室の開催         実施 

（６）狂言鑑賞会の開催                      実施 

（７）水戸室内管弦楽団定期演奏会の開催              実施 

（８）音楽出前講座への支援                                     実施 

（９）子どものための音楽会の開催                 実施 

（10）花いっぱい運動定着化促進事業の実施                       実施 

（11）その他小規模支援事業の実施                               実施 

  実施状況詳細は別紙参照 

 

以 上 
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１．地域文化及び科学技術の振興、並びに青少年等の人材育成に関する事業 

 （地域文化の振興に関する事業） 

（１）第２５回ヴォーカルアンサンブルフェスタいばらきの開催 
６名から２０名程度による同声、男声、女声、混声のアンサンブルフェスタを開催し、ハー

モニー作りの核心にアプローチできるよう、特に若人のグループによるアンサンブルを奨励す

ることにより、新しい時代に向けての音楽創造の意欲を喚起するため、「ヴォーカルアンサン

ブルフェスタいばらき」を以下のとおり開催しました。 

また、専門家の審査により、将来性、アンサンブルを楽しむ姿勢などを加味し、優れた演奏

団体に対して『げんでんハーモニー賞』を授与しました。 

〔主 催〕  茨城県合唱連盟、茨城県高等学校文化連盟 

（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後 援〕  茨城県、茨城県教育委員会、日立市 他 

①開 催 日  令和５年１月１５日(日)  

②場    所  日立シビックセンター 音楽ホール 

③参加団体  ３９団体（小・中学校：８、高等学校：８、一般：２３、約４００名） 

④げんでんハーモニー賞 （１３団体）  

○小中学校の部  茨城キリスト教学園中学校（２団体） 

牛久市立牛久第一中学校女声合唱団 

                           牛久市立牛久第一中学校混声合唱団 

○高校の部    県立鉾田第一高等学校吹奏楽部「アズール」 

         智学館中等教育学校合唱部 

茨城キリスト教学園高等学校コーラス部 

県立水戸第二高等学校コーラス部 

            ○一般の部    女声アンサンブルＷｉｔｈ 

                  レースレースライン 

                  茨城ユースクワイア 

                  女声コーラスリユニオン 

                  Ｄｏｒｏ Ｎｕｍａ 

                  石岡混声合唱団 

  なお、令和５年３月１２・１３日に開催された関東ヴォーカルアンサンブルコンテスト

へ、上記の下線を引いた８団体（茨城キリスト教学園中学校については１団体）の出場を

推薦しました。 
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 （２）第２５回ソロコンテストいばらきの開催 

音楽表現の基礎となる独奏の形態を通して、演奏技術や音楽表現の向上を図り、音楽に取り組

む若者たちの心や態度を育み、広く音楽文化の振興と発展に寄与するため、「ソロコンテストいば

らき」（県大会）を関東甲信越大会出場権選考（中学・高校）とあわせて開催しました。 

一次審査を通過した方々の中から、もっとも優れた演奏に対して 『げんでん音楽大賞』及び優

れた演奏に 『げんでん音楽賞』を授与するとともに、受賞者の中から「関東甲信越大会」（中学・高

校の部のみ）への茨城県代表を推薦しました。 

〔主 催〕  茨城県吹奏楽指導者協会 

〔共 催〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後 援〕  茨城県教育委員会、東海村教育委員会、 

（公社）日本吹奏楽指導者協会関東甲信越支部茨城県部会、 

（一社）茨城県吹奏楽連盟、（株）茨城新聞社 他 

①審査日：令和５年１月 28 日（土）、29 日（日） 

②開催場所：東海文化センター 

③参加者数：一次審査応募者数：４６６名（各地区大会にて実施） 

一次審査通過者数：１３５名（小学生９名、中学生６７名、高校生５９名） 

④受賞者 

○げんでん音楽大賞  

藤井 薫乃 (水戸市立三の丸小) 

赤岩 千咲姫（水戸市立千波中） 

大内 悠生（県立水戸第一高） 

○げんでん音楽賞 

荒 陽菜(水戸市立常盤小)、菊地 佑奈（水戸市立三の丸小) 

西墻 芽咲（水戸市立千波小)、江藤 愛桜（結城市立結城西小） 

矢川 紗耶子（取手市立藤代南中）、神保 朋花（取手市立取手二中） 

岸本 理紗子（県立並木中等教育学校）、谷田部 つかさ（笠間市立笠間中） 

菊地 心春（江戸川学園取手中） 

郡司 柚羽（県立水戸第一高）、小泉 香奈（明秀学園日立高） 

小森 茅愛（県立日立第一高） 

           ※上記の受賞者の中より、令和５年２月１９日（日）、昭和音楽大学にて開催の関東甲信越 

            支部大会への出場を推薦しました。 
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（３）第２３回読書をすすめる県民の集いの開催 

県民読書推進運動の一環として、県内の読書グループや幼・小・中・高等学校の職員、ＰＴＡ及

びおはなし会、ボランティアグループ等の相互交流と連携を深め、県民の読書活動の充実を図る

ため、「茨城県読書をすすめる県民の集い」を開催し、記念講演会・朗読コンサートを行いました。 

また、あわせて読書活動の一層の充実を目的に、幼・小・中・高校生及び一般を対象にした朗読

「読み聞かせコンクール」を開催しました。 

〔主 催〕  茨城県読書をすすめる協議会、  

茨城県立図書館、（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後 援〕  （株）茨城新聞社、（株）読売新聞水戸支局、 

（株）茨城放送、ＮＨＫ水戸放送局 他 

（３）-1 読書をすすめる県民のつどい 

①開 催 日  令和４年６月２５日（土） 

②場   所  茨城県立図書館 

③内   容  「末松正子の語りの世界」 

④入場者数  ７７名 

 

（３）-2 読み聞かせコンクール  

     ①朗読部門  〔開催日〕 令和５年２月４日（土） 

   〔場  所〕 茨城県立図書館視聴覚ホール  

                 〔出場者〕 ５０名（中学生以下の部１７名、一般の部３３名） 

〔入場者〕 ２０３名 

     ②自由部門  〔開催日〕 令和５年２月２５日(土） 

   〔場  所〕 茨城県立図書館視聴覚ホール  

                 〔出場者〕 ５６名（高校生以下の部１２組（３６名）、一般の部１５組（２０名）） 

〔入場者〕 １８５名 

 

（４）茨城県芸術祭参加特別公演団体への支援 

茨城県芸術祭の参加団体のうち、茨城文化団体連合の推薦を受けた団体（２団体）の記念的事

業に対して支援しました。 

 

   （４）-1 茨城交響楽団 第１２５回演奏会 

   〔主 催〕 茨城交響楽団、茨城県、茨城県教育委員会、茨城文化団体連合、 

(公財）いばらき文化振興財団 他 

   〔共 催〕 水戸市、水戸市教育委員会 

   〔協 賛〕 （公財）げんでんふれあい茨城財団 

   〔後 援〕 （株）茨城放送、ＮＨＫ水戸放送局、朝日・読売・毎日・産経・東京の各新聞 

         の水戸支局 

① 開 催 日  令和４年１１月２７日（日） 

② 場    所  ザ・ヒロサワ・シティ会館 

（茨城県立県民文化センター）大ホール 

③ 出 演 者  茨城交響楽団（1960 年６月結成） 

    ④ 入 場 者  ６６５名 
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    （４）-2 茨城県民オペラ協会「ニューイヤーコンサート 2023」 

   〔主 催〕 茨城県民オペラ協会、茨城県、茨城県教育委員会、茨城文化団体連合、 

(公財）いばらき文化振興財団、（公財）茨城県教育財団、（株）茨城新聞社 

   〔共 催〕 水戸市、水戸市教育委員会 

   〔協 賛〕 （公財）げんでんふれあい茨城財団 

① 開 催 日  令和５年１月７日（土） 

② 場   所  ザ・ヒロサワ・シティ会館 

（茨城県立県民文化センター）大ホール 

③ 出 演 者  茨城県民オペラ協会 

④ 入 場 者  約６００名 

 

 

 

 

 

 

 

   （５）ナイスハート美術展への支援 

健常者と障がい者が美術を通して触れ合うことで、ふれあいとゆとりある地域社会づくりを目的に 

障がい者が容易に出展できる美術展の開催を支援しました。 

また、本美術展終了後、移動美術展として、県央地区の茨城県庁２階県政広報コーナー、県西

地区の筑西市役所多目的スペース及び県南地区の県南生涯学習センター（土浦市）にて展覧会

が開催されました。 

〔主  催〕  茨城県、茨城県教育委員会、茨城県スポーツ・文化協会 他 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後援者〕  （株）茨城新聞社、（株）朝日新聞社水戸総局、（株）毎日新聞社水戸支局、 

（株）読売新聞社水戸支局 他８社 

①開 催 日   令和４年１２月１日（木）～５日（月） 

②場    所   ザ・ヒロサワ・シティ会館（茨城県立県民文化センター） 

③出 展 数   ３１０点 

④入場者数   １,３５１名 
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   （６）第 48回茨城県新人演奏会への支援 

県内在住者等の有望な若手音楽家が参加する茨城県新人演奏会を開催し、「茨城県新人賞」

を授与し、その将来を励ますとともに茨城県の音楽文化の向上に寄与する目的で実施しまし

た。 

 

  〔主 催〕  茨城県、(公財)いばらき文化振興財団 

  〔協 賛〕  (公財)げんでんふれあい茨城財団、(公財)常陽藝文センター 

  〔後援者〕  茨城音楽大学同窓会連盟 

   ＜公開オーディション＞ 

    ①実施日  令和４年６月１９日（日） 

    ②場 所  ザ・ヒロサワ・シティ会館 大ホール 

   ＜新人演奏会 本演奏会＞ 

①実施日  令和４年９月１８日（日） 

②場 所  ザ・ヒロサワ・シティ会館 大ホール 

③出場者  １６名 

（ピアノ４名,管楽器６名,弦楽器２名,邦楽１名,声楽２名,作曲１名) 

④視聴者  ５７９名（一般５６４名、学生１５名） 

⑤表彰者  新人賞：杉田愛実 【クラリネット】、佐伯日菜子【ピアノ】 

奨励賞：長谷由香【筝】 

聴衆賞：伊師裕人【ヴァイオリン】 
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 （７）げんでん科学技術振興事業の実施 

     (７)-1 第２５回げんでん科学技術振興事業（（公財）げんでんふれあい茨城財団主催） 

県内小・中・高等学校、義務教育・中等教育学校及び特別支援学校の児童・生徒の科学 

技術に対する興味・関心の向上を図るため、科学技術に係る調査研究計画を公募し、優れた

計画に対して助成金を支給し調査研究を支援するとともに、優秀な調査・研究成果に対して  

「げんでん科学技術振興大賞」及び「げんでん科学技術振興奨励賞」を授与しました。 

〔主   催〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団  〔特別共催〕 （株）茨城新聞社 

〔協   賛〕  日本原子力発電（株） 

〔後   援〕  茨城県教育委員会、茨城県教育研究会、茨城県高等学校教育研究会、 

ＮＨＫ水戸放送局 

①応募状況及び助成校選考結果 

      ［選考委員会］ 小・中学校の部 令和４年６月７日（火）、高校の部 令和４年６月９日（木） 

   区 分 応募件数 助成校数 

小 学 校 ８(10)  ６(６） 

中 学 校   ６(11）  ６(8） 

高等学校    ７(11）  ６(8） 

計 ２１(32)  18(22） 

（  ） 内は前年度実績 

②げんでん科学技術振興大賞及び奨励賞受賞校 

      〔選考委員会〕 小・中学校の部 : 令和４年１１月 ８日（火） 

高 校 の 部 : 令和４年１１月１０日（木） 

○大  賞 ： 取手市立取手西小学校 SDGｓ 給食の生ゴミ堆肥調査班 

県立鹿島高等学校附属中学校 サイエンス部 

県立下妻第一高等学校 科学部 

○奨励賞 ：  稲敷市立江戸崎小学校 科学クラブ 

東海村立村松小学校 ５年生 環境ビオトープ委員会 

県立土浦第一高等学校附属中学校 科学部 

県立日立第一高等学校附属中学校 科学部 

県立下妻第一高等学校 科学部数理科学班 

〔表彰式〕 令和４年１２月９日（金） （於：茨城県庁 ９Ｆ 講堂）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７)-2 第６６回 茨城県児童生徒科学研究作品展（兼 日本学生科学賞茨城県作品展） 

茨城県教育委員会等が主催する、県内小・中・高校の児童・生徒による「茨城県児童生徒科学研

究作品展」（兼日本学生科学賞茨城県作品展）において入賞した作品の中から、県知事賞等各賞受
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賞の作品を除く優れた作品に「げんでん財団科学賞」を、また、同作品展において優れた取組をして

いる小学校・中学校に「げんでん財団学校賞」を授与しました。 

   〔主  催〕  茨城県教育委員会、茨城県教育研究会、茨城県高等学校教育研究会 他 

〔後  援〕  茨城県 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔表彰式〕 令和４年１１月２４日（木） （於：茨城県庁 ９Ｆ 講堂）  

 

【げんでん財団科学賞】 

・小学校の部 つくばみらい市立富士見ヶ丘小学校５年 黒田 進太他１名 

           ひたちなか市立中根小学校６年 上遠野 章悟 

           土浦市立東小学校６年 入江 皐介 

           結城市立結城小学校６年 宮崎 惟文 

           行方市立北浦小学校４年 高柳 彩乃 

・中学校の部 茨城県立並木中等教育学校３年 門 和樹他２名 

茨城県立並木中等教育学校２年 山川 叶恋 

茨城県立並木中等教育学校２年 星野 早紀子他１名 

           小美玉市立小川南中学校１年 内山 旬人 

           つくば市立春日学園義務教育学校 敦賀 景社 他１４名 

・高等学校の部 茗渓学園高等学校１年 来見田 若菜 他１名 

 

         【げんでん財団学校賞】 

・小学校の部 水戸地区 ひたちなか市立長堀小学校 

           県北地区 北茨城市立明徳小学校 

           鹿行地区 鹿嶋市立中野西小学校 

           県南地区 つくば市立竹園東小学校 

           県西地区 筑西市立大田小学校 

・中学校の部 水戸地区 県立水戸第一高等学校附属中学校 

           県北地区 北茨城市立中郷中学校 

           鹿行地区 県立鉾田第一高等学校附属中学校 

           県南地区 つくば市立竹園東中学校 

 県西地区 県立下妻第一高等学校附属中学校 
 

 

（８）理科実験実技研修会等への支援 

科学技術振興事業の円滑な推進を図るため、茨城県教育研究会理科研究部及び茨城県高等

学校教育研究会が行う科学実験教育に関する研修等へ支援を実施しました。 

 

 

（８）－１ 茨城県教育研究会理科研究部への支援  

〔主  催〕  茨城県教育研究会理科研究部 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

   〔地  区〕  ５地区（県北地区、中央地区、県東地区、県南地区、県西地区） 
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【概要】 
地区 実施期間または実施日 実施場所 実施内容、テーマ 

県北 中止 

中央 令和４年９月 笠間市 

小・中・義務教育学校 

理科好きの児童生徒の育成を

めざし、各小中学校教員の観

察・実験に関する講習を行い、

実技指導力の向上を図る。 

県東 中止 

県南 令和４年８月２日 

～８月１８日

茨城県霞ヶ浦環境科学センター

牛久市立牛久小学校 

取手市立取手第二中学校

つくば市立みどりの学園義務教育学校

理科好きで科学的に探究でき

る児童生徒の育成のために教

師の指導力向上を図る。 

県西 令和４年８月２３日 ミュージアムパーク 

茨城県自然博物館 

・ミュージアムパーク茨城県自然博

物館を活用し、理科好きの児童育

成のため、理科免許がない小学校

教員を対象に、理科の面白さを実

感できる実技研修を行う。 

・博物館の展示や施設を効果的に

活用することを通して、児童の科

学への興味・関心を一層高め、地

域の教育施設と一体となった理科

教育の推進を図る。 

 

（８）－2 茨城県高等学校教育研究会への支援 

〔主  催〕  茨城県高等学校教育研究会 生物部・理化部・地学部・農業部・工業部・水産部 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

 

【概要】 
部門 実施期間または実施日 実施場所 実施内容、テーマ 

生物部 令和４年８月８日   

～８月１０日

県立大洗高等学校、県立海洋高等

学校、県立水戸第二高等学校 他
高等学校生物教育の充

実・改善 

理化部 令和４年６月３０日 

～令和５年２月３日

県立水戸第一高等学校

他 

実験教材の研究開発 

地学部 令和４年４月  

～令和５年３月 

県立土浦第三高等学校

他 

地学教育の振興及び、地

学の普及 

農業部 令和４年４月１日 

～令和５年２月２８日 

農業関係高等学校農場

他 

農業教育における研究調

査等 

水産部 令和４年６月１日 

～令和５年３月３１日 

県立海洋高等学校 他 海洋学習の充実化を目指

した研究 

（青少年等の人材育成に関する事業） 

 (９) 児童思春期精神保健講座等への支援 

問題行動を起こしやすい思春期の子供達を指導する立場の関係職種（医師、教師、保健師、看
護師、青少年相談員、保護者等）を対象にした、思春期保健講座や事例検討会等の開催を支援し、
子供達の健全育成に寄与することとして以下の通り実施しました。 

〔主  催〕  （公社）いはらき思春期保健協会 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔開 催 日〕   令和５年２月２６日（日） 

〔開催場所〕    水戸市医師会館 
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〔内  容〕    テーマ:「思春期のこころとカラダ－子どものこれから－」 

講 師：津吹 哲男先生（公認心理師） 

          小川 瞳 先生（音楽心理士） 

          小泉 範明先生（保育教諭） 

          揚石 広行先生（元施設長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (10) 青少年健全育成茨城県推進大会への支援 

    青少年育成関係者が一堂に会する「青少年健全育成茨城県推進大会」の開催を支援し、「親が
変われば子どもも変わる」運動推進など実践活動の発表や講演を通して、青少年の健全育成に
寄与することとして以下のとおり実施しました。 

〔主 催〕  （公社)茨城県青少年育成協会、茨城県、青少年育成市町村民会議 

〔協 賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団、ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 他 

〔後 援〕  茨城県教育委員会、茨城県警察 他 

〔実 施 日〕  令和５年２月８日（水） 

〔開催場所〕  アダストリアみとアリーナ 

〔内 容〕  「中学生の主張」発表 

講演会  演題「人を育てる～子どもたちに伝えたいこと～」 

講  師  荒磯親方（元横綱 稀勢の里） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       なお、本事業の協賛に対し、（公社）茨城県青少年育成協会から感謝状が贈呈された。 
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２．「ふれあい」及び「ゆとり」の創造に関する事業  

（「ふれあい」の創造に関する事業） 

（１）げんでんふれあい文化講演会の開催 

豊かな教養を育み、ゆとりある地域づくりと地域文化の発展・向上に寄与するため、４つの講演会

等を実施しました。  

 

〇Ⅰ．『「血管を鍛える」と超健康になる！』 

〔主 催〕  レイクエコーボランティア文化講演会実行委員会  

〔共 催〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団  

〔後        援〕  茨城県鹿行生涯学習センター 

〔開 催 日〕  令和４年１０月１日（土） 

〔開 催 場 所〕  ＜レイクエコー＞茨城県鹿行生涯学習センター 

                       多目的ホール 

〔実 施 内 容〕  講  師  池谷敏郎氏(医学博士) 

             テーマ  「血管を鍛える」と超健康になる！ 

〔参 加 者〕  計２６１名（男性５９名、女性２０２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇Ⅱ.『ふるさと帰省ライブ～茨城編～』 

〔主  催〕（公財）東海村文化・スポーツ振興財団 

〔協  賛〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後  援〕東海村、東海村教育委員会 

〔開 催 日〕令和５年１月９日（月祝） 

〔後  援〕東海村、東海村教育委員会 

〔開催場所〕東海文化センター 

〔内  容〕「ふるさと帰省ライブ～茨城編～」 

出演 宗次郎（オカリナ/常陸大宮市在住） 

クミコ（歌手/水戸市出身） 

木村大（ギター/土浦市出身） 

長洲与佳（尺八・琵琶/那珂市出身） 

〔来場者数〕５９２名 
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〇Ⅲ.『那珂市落語会 林家三平独演会』 

〔主  催〕 那珂市文化協会 

〔共  催〕 (公財)げんでんふれあい茨城財団  

〔後  援〕 那珂市、那珂市教育委員会 

〔開 催 日〕 令和５年２月４日（土） 

〔開催場所〕 那珂市総合センター らぽーる 

〔実施内容〕 那珂市落語会 林家三平独演会 

    〔入場者数〕 ２６５名 

 

 

 

 

   〇Ⅳ.『夏井いつき句会ライブ』 

〔主  催〕（公財)東海村文化・スポーツ振興財団 

〔協  賛〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後  援〕 東海村教育委員会 

〔開 催 日〕 令和５年２月１８日（土） 

〔開催場所〕 東海文化センター 

〔内  容〕「夏井いつき句会ライブ」 

         出演 夏井いつき 

〔来場者数〕 ７０９名 

 

 

 

 

(２) 親と子のふれあい劇場の開催  

親子で鑑賞できる場を提供することで、子どもの芸術文化への感性を高め健全育成に寄与す

るために、身近な楽器「ピアニカ」による音楽会を開催しました。 

〔主 催〕  認定 NPO 法人 水戸こどもの劇場 

〔協 賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団  

〔開 催 日〕  令和４年 8 月 3 日（水） 

〔開 催 場 所〕  みと文化交流プラザ 

〔実 施 内 容〕  「ピアニカの魔術師」による音楽会 

〔参 加 人 数〕  計２３９名(第一部：167 名,第二部:72 名) 
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（３）茨城県民駅伝競走大会の開催 

県民の健康増進及び本県スポーツの振興と競技力向上に資するとともに、参加者相互の交流

を図ることを目的に、水戸信用金庫スタジアム（笠松運動公園陸上競技場）を中心とする周回コー

スにおいて、第３９回茨城県民駅伝競走大会を以下の通り開催しました。 

   〔主   催〕  （公財）茨城県スポーツ協会 

 〔共   催〕  （株）茨城新聞社、茨城陸上競技協会、（公財）げんでんふれあい茨城財団 

 〔後   援〕  茨城県教育委員会、各市町村教育委員会、各市町村体育・スポーツ協会 

（株）茨城放送、ＮＨＫ水戸放送局 

      〔開 催 日〕   令和４年１２月１０日（土） 

      〔開催場所〕   笠松運動公園 周回コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）げんでんサッカーフェスティバルの開催 

  各地区のスポーツ少年団等を対象（小学全般）に(株)フットボールクラブ水戸ホーリーホックのコー

チ及び選手の協力のもと、サッカー教室とミニゲームマッチを行い、優れたサッカー技術を地域の子

供たちに広めるとともに、交流の場とするため「げんでんサッカー教室」を開催しました。 

  また、親子で過ごす貴重な時間を楽しんでもらうことを目的に「げんでん親子サッカー教室」も開

催しました。 

〔主  催〕  （株）フットボールクラブ水戸ホーリーホック、（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後  援〕  （株）茨城放送、（株）茨城新聞社、水戸市、水戸市教育委員会 、水戸市スポーツ協会 

① げんでんサッカー教室 

        ・開 催 日 ： 令和 4 年 10 月 23 日（日） 

        ・場    所 ： ケーズデンキスタジアム水戸 サブグランド 

     ・参 加 者 ： ３８名（小学１年生から６年生） 

② げんでん親子サッカー教室 

        ・開 催 日 ： 令和 4 年 12 月 3 日（土）  

        ・場    所 ： 城里町七会町民センター「アツマーレ」 

         ・参 加 者 ： ４１組８２名（小学生等児童と保護者） 

③ げんでんサッカー教室 

        ・開 催 日 ： 令和 5 年 2 月 4 日（土）  

        ・場    所 ： 東海村 阿漕ヶ浦運動公園 

         ・参 加 者 ： １９名（東海村の小学１年生から６年生） 

      ④げんでんサッカー教室【雨天により中止】 

        ・開 催 日 ： 令和 5 年 3 月１８日（土）  

        ・場    所 ： 日立市 茨城大学グラウンド 

         ・参 加 者 ： 県北地域の小学生 
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（５）げんでんふれあいバスケットボール教室の開催  
茨城県内の小・中学生を対象に、㈱茨城ロボッツのコーチ及び選手の協力のもと、優れた

バスケットボール技術を地域の子供たちに広めるとともに参加者相互の交流を図り、スポー

ツの振興と青少年の健全な育成に寄与するためバスケットボール教室を開催しました。 

〔主  催〕（株）茨城ロボッツ・スポーツエンターテイメント 

〔共  催〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

① 第１回 げんでんふれあい親子バスケットボール教室 

・開 催 日：令和４年９月２５日（日）  

        ・場  所：かみす防災アリーナ 

  ・参 加 者：第１部(小学１年生・２年生と保護者)＝１２組２８名 

               第２部(小学３年生・４年生と保護者)＝１１組２２名 

② 第２回 げんでんふれあいバスケットボール教室 

・開 催 日：令和４年１０月２日（日）           

  ・場  所：ユードムアリーナ 

  ・参 加 者：第１部(小学１～３年生と保護者)＝１５組３０名 

        第２部(小学４～６年生)＝１７名 

③ 第３回 げんでんふれあいバスケットボール教室 

・開 催 日：令和４年１１月１２（土）  

        ・場  所：東海村総合体育館 

  ・参 加 者：第１部(小学１～３年生と保護者)＝１７組３４名 

第２部(小学４～６年生)＝３８名 

       ④ 第４回 げんでんふれあいバスケットボール教室（クリニック） 

・開 催 日：令和４年１２月４日（日）           

  ・場  所：ユードムアリーナ 

  ・参 加 者：第１部(年中～小学１年生と保護者)＝１４組２８名 

        第２部(小学２～４年生)＝１９名 
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（「ゆとり」の創造に関する事業） 

（６）狂言鑑賞会の開催 

多くの人が日本古来の伝統芸能である「狂言」に親しみ理解を深めるため、鑑賞のポイント等

の解説や体験型のワークショップを交えた狂言鑑賞会を開催しました。 
〔主  催〕 茨城新聞社、（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔共  催〕 小美玉市 

〔後  援〕 茨城県、茨城県教育委員会、小美玉市教育委員会、ＮＨＫ水戸放送局、 

（公財）いばらき文化振興財団、茨城県能楽連盟、 

（公財）茨城新聞文化福祉事業団他 

①開 催 日  令和５年２月１９日（日） 

②開催場所  小美玉市四季文化館 みの～れ 

③入 場 者  約２００名 

④出 演 者  三宅狂言会（三宅右近 他） 

⑤演 目 等  『瓜
うり

盗人
ぬすびと

』,『附子
ぶ す

』,『寝
ね

音 曲
おんきょく

』、狂言ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

     なお、狂言ワークショップでは、参加者３０名が狂言の基本である「構え（姿勢）」「所作（動き）」 

「発音」を狂言師の指導の下、体験した。 
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(７) 水戸室内管弦楽団定期演奏会への支援   

国内外からも高い評価を得ている水戸芸術館の専属楽団である『水戸室内管弦楽団』が、同

芸術館で開催する第１０９回及び第１１０回定期演奏会を支援し、優れた演奏家による良質な音

楽鑑賞の場の提供に協力し、文化情報の発信と豊かな地域文化の発展に寄与するために支

援を行いました。 

 〔主  催〕 （公財）水戸芸術振興財団 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団、（株）アダストリア、水戸証券（株）、 

（株）吉田石油、水戸京成ホテル 

         ①第１０９回定期演奏会 

・開 催 日  令和４年５月１８日（水）、５月１９日（木） 

・開催場所   水戸芸術館コンサートホールＡＴＭ 

・入場者数  ５月１８日（水）：６７７名、５月１９日（木）：６８９名 

 ②第１１０回定期演奏会 

 ・開 催 日  令和４年１０月２８日（金）、１０月２９日（土） 

・開催場所  水戸芸術館コンサートホールＡＴＭ 

・入場者数  １０月２８日（金）：６５０名、１０月２９日（土）：６７３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８)音楽出前講座への支援 

茨城県新人演奏会への出演・受賞者及び県内在住・出身の新人演奏家によるコンサートを

開催し、子ども達に優れた音楽に触れる機会を設けると共に、若手演奏家に発表機会の提供

及び創造・創作の源泉となるコンサートの開催を支援しました。 

〔主  催〕  （公財）いばらき文化振興財団 

〔協  賛〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

①「親子で楽しむ０歳からの演奏会２０２２」 

 ・開 催 日：令和４年１０月２２日（土） 

 ・場    所：ザ・ヒロサワ・シティ会館 小ホール 

 ・出 演 者：吉田真澄、倉田沙紀、平山桃子 他 

 ・プログラム 

音楽の森で、おばけや動物たちといっしょに冒険だ！  

おばけと動物のハロウィン・カーニバル 

 ・入場者数：２９８名 

 

１７



 

②「茨城県新人演奏会受賞者コンサート 第１６回常陽藝文フレッシュコンサート」 

 ・開 催 日：令和４年１１月６日（日） 

 ・場    所：常陽藝文ホール 

 ・出 演 者：第４７回茨城県新人演奏会受賞者（新人賞、奨励賞） 

矢口真由美（ソプラノ) 、篠宮久徳（ピアノ）、西山ひかる （オーボエ）、 

佐藤実乃里（ピアノ）、鈴木貴之（和太鼓） 

・入場者数：２３４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「茨城県新人演奏会歴代受賞者コンサート『１００年ブラス・ミュージック』」 

・開 催 日：令和５年２月１２日（日）  

 ・場    所：ザ・ヒロサワ・シティ会館 小ホール 

・出 演 者：原進（トランペット）他５名 

      ドリーム・メイツ（県内中学生１５名で結成したグループ） 

 ・入場者数：３５３名 
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(９) 子どものための音楽会の開催  

水戸市及び近隣市町村の小学校５年生、盲学校、特別支援学校の児童・生徒を中心とした子ど

もたちを対象に、世界でも屈指の室内管弦楽団である水戸室内管弦楽団による「子どものための音

楽会」を実施し、子どもたちが良質な音楽に生で触れ、豊かな情操を育んでいただけるようリリーアリ

ーナ MITO で開催を企画しました。 

しかし、昨年に続き本年も新型コロナウィルスの感染拡大により、会場に大人数(約２,５００人)を集

めての開催は困難であると判断し、(公財)水戸芸術振興財団と協議のうえ、以下のとおり各学校へ

訪問しコンサートを開催しました。 

〔主  催〕 （公財）水戸市芸術振興財団、水戸市教育委員会 

〔共  催〕 （公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔日  時〕 

日付（令和４年） 訪問先 

１０月４日(火） 
水戸市立赤塚小学校 

生徒・教員等：２１６名 

水戸市立緑岡小学校 

生徒・教員等：３１０名 

１０月５日（水） 
水戸市立渡里小学校 

生徒・教員等：95 名 

水戸市立堀原小学校 

生徒・教員等：９６名 

１０月６日（木） 
水戸市立鯉淵小学校 

生徒・教員等：９７名 

水戸市立双葉台小学校 

生徒・教員等：１０１名 

１０月７日（金） 
水戸市立柳河小学校 

生徒・教員等：６５名 

水戸市立五軒小学校 

生徒・教員等：１２０名 

１１月 30 日（水） 
東海村立白方小学校 

生徒・教員等：９０名 

東海村立村松小学校 

生徒・教員等：１４１名 

１２月 1 日（木） 
東海村立照沼小学校 

生徒・教員等：１２５名 

東海村立中丸小学校 

生徒・教員等：２２８名 

１２月 2 日（金） 
東海村立舟石川小学校 

生徒・教員等：８５名 

東海村立石神小学校 

生徒・教員等：１０７名 

１２月 6 日（火） 
水戸市立三の丸小学校 

生徒・教員等：７８名 

水戸市立梅が丘小学校 

生徒・教員等：１２７名 

１２月 7 日（水） 
水戸市立吉田小学校 

生徒・教員等：１２４名 

水戸市立飯富小学校 

生徒・教員等：２７名 

１２月 8 日（木） 
水戸市立新荘小学校 

生徒・教員等：１００名 

水戸市立吉沢小学校 

生徒・教員等：１１４名 

１２月 9 日（金） 
水戸市立笠原小学校 

生徒・教員等：１３０名 

水戸市立国田義務教育学校 

生徒・教員等：５０名 

合計 生徒・教員等：２,６２６名（生徒２,５０４名,教員等１２２名） 
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(10)花いっぱい運動定着化促進事業の実施  

地域や学校等に花を増やす運動に継続的に取り組む団体・学校等を支援し、地域づくりの意識 

の向上と活動の定着化を図るため「花いっぱい運動のつどい」を開催し、認定書の授与及び支援金 

の交付を行いました。 

〔主 催〕  チャレンジいばらき県民運動 

〔共 催〕  （公財）げんでんふれあい茨城財団 

①応募団体  ・団体の部 ３３団体 

・学校の部 １０校 

②認定審査委員会  令和４年１０月１８日（火） 

③認定書・支援金交付式  令和４年１２月１日（木） 

・会  場  茨城県水戸生涯学習センター 大講座室 

・認  定  団体の部 ： １８団体  

学校の部 ： ６校   

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他小規模支援事業） 

   （11） その他小規模支援事業の実施〔協賛〕 

①２０２２全国選抜小学生プログラミング大会～茨城県大会～ 

  小学校で実施されているプログラミング教育の学習成果を発表できる場として、プログ 

ラミング全国大会に向けた茨城県大会を支援しました。 

     〔主 催〕茨城新聞社、全国新聞社事業協議会 

     〔特別協賛〕㈱ユードム、国立大学法人茨城大学 

     〔後 援〕経済産業省、デジタル庁、文部科学省、茨城県、 

          茨城県教育委員会、ＮＨＫ水戸放送局、 

          茨城放送、茨城新聞茨城会 

     〔協 賛〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

          ＮＰＯ法人ひと・まちねっとわーく 

       ①応募総数  ３３点 

       ②入賞者   特別賞７点、優秀賞１３点 

       ③最終審査（作品発表会）   

・日 時  令和４年１１月１９日(土) 

        ・場 所  セキショウ・ウェルビーイング福祉会館 

        ・参加者  約１００名 

２０



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②東海村のアーティストをご紹介するコンサートＶｏｌ．８への支援 

   「照沼夢輝リサイタル」  

   東海村出身等の演奏家によるコンサートで、住民がその存在を知り、応援をする環境

を育むことによって、次世代の中から新たなアーティストが生まれる機会となるコンサ

ートの開催を支援しました。 

〔主 催〕（公財）東海村文化・スポーツ振興財団 

〔共 催〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

〔後 援〕東海村、東海村教育委員会 

・開 催 日  令和５年１月２２日（日） 

・場  所  東海文化センター 大ホール 

・出  者  照沼夢輝（東海村出身、東京藝大卒） 

・入場者数  ２８０名 

 

 

 

 

 

 

      ③「東海太鼓保存会発足３０周年記念公演」 

      東海太鼓保存会発足３０周年を記念して、地域の皆さまに、これまでの感謝の気持ちを 

伝え、東海村における伝統芸能を周知する公演を支援しました。 

〔主 催〕東海太鼓保存会 

〔共 催〕（公財）東海村文化・スポーツ振興財団 

〔後 援〕東海村、東海村教育委員会、（社福）東海村社会福祉協議会 

〔協 賛〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

           ・開 催 日  令和５年２月１２日（日） 

・場    所  東海文化センター 大ホール 

・入場者数  ４２０名 

 

２１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ④第６４回 文部科学大臣杯 全国選抜少年剣道練成大会 

      水戸藩伝統の「文武不岐」の精神を旗印に開催されている全国選抜少年剣道練成大会を

支援しました。 

〔主 催〕水戸東武館 

〔後 援〕スポーツ庁、茨城県、茨城県教育委員会、水戸市、水戸市教育委員会 

     （公財）茨城県体育協会、（一財）全日本剣道連盟 他 

〔協 賛〕（公財）げんでんふれあい茨城財団 

           ・開 催 日  令和５年３月２６日（日） 

・場    所  アダストリアみとアリーナ 

・参 加 者  ３４１チーム、１,７０５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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